
　早春の頃、市民の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　当市民会議は、リニア中央新幹線の早期着工と市内停車駅誘致、亀山駅を中心とした各ＪＲ線の複線電
化の促進を目指した活動を続けており、国や関係機関等への要望活動やリニア実験線への試乗会などさ
まざまな活動を行っております。
　一方、現在のリニア中央新幹線の整備につきましては、東京・大阪間のうち東京・名古屋間については環
境影響評価にかかる手続きが開始される他、中間駅設置についての費用はＪＲ負担となるなど、大きく前
進するとともに、JR東海による地元説明会が沿線各地において開催されるなど、事業は着実に進められ
ています。
　また、在来線につきましては、昨年3月のダイヤ改正により亀山駅での各方面への乗り継ぎ時間が大幅
に短縮され、利用者の利便性の向上が図られたところです。
　こうしたなか、当市民会議では、より一層活動を推進していきたいと考えており、新たな広報活動とし
て、当市民会議の活動を市民の皆様にご理解いただけるよう、今年度より会報を発行させていただくこと
となりました。
　市民の皆様におかれましては、今後とも当市民会議の活動に、ご理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

リニア中央新幹線・JR複線電化
推進亀山市民会議 会長

櫻井 義之
亀山市長

　亀山市は、古くから東西交通の要衝であり、かつては「鉄道のまち」として都市の発展を遂げてきました。
　こうした都市が持つ地域特性を最大限に発揮させながら、将来に向けた更なる発展を目指し、当市民会議としましても、リニア中
央新幹線の市内停車駅誘致と、地域公共交通の基軸となるＪＲ線の充実に向け、目標達成を図るべく会員の総意をもって強力な推進
運動を展開していきます。
　今後とも、当市民会議の取り組みに対し、変わりないご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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　早春の候　皆様におかれましては、
ますますご健勝のこととお慶び申し
上げます。
　当商工会議所は、平成６年よりリニ

ア中央新幹線の沿線地域である東京・大阪間の９都府県の経済
界が一同に会する、リニア中央新幹線早期建設促進大会を過
去三回、当市において開催するとともに、要望活動等を積極的
に展開しております。
　また、昨年10月には三重・奈良両県の経済界が連携し、2045
年とされる名古屋・大阪間の開業を2027年の東京・名古屋間
の開業にあわせ、東京・大阪間の同時開業に向け、全力で取り
組んでおります。
　市民の皆様におかれましても、当市の飛躍的な利便性向上
と地域の発展に向け、リニア建設促進とＪＲ線の複線電化推進
にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

リニア中央新幹線・JR複線電化推進亀山市民会議
副会長

岩佐 憲治亀山商工会議所 会頭
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これからの活動について

　日増しに暖かくなり、春の息吹を感
じる今日この頃、皆様におかれまして
は、ますますご健勝のこととお慶び申
し上げます。

　当市民会議では、今回の会報発行を機に、これまで以上に会
員の総意と熱意をもって活動の推進・展開を図ってまいります。
　リニア中央新幹線の早期着工と亀山市への停車駅の設置、
並びにＪＲ関西本線及び紀勢本線の複線電化は、地域活性化の
起爆剤、また経済効果も見込まれるなど当市の発展が大きく
期待されるものでございますので、今後の活動に対しまして、
皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

リニア中央新幹線・JR複線電化推進亀山市民会議
副会長

櫻井 清蔵亀山市議会 議長

LINEAR TO KAMEYAMA
̶ 新たなステージ、夢から現実へ！！ ̶̶ 新たなステージ、夢から現実へ！！ ̶̶ 新たなステージ、夢から現実へ！！ ̶
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　市内ＪＲ各線の現状をみますと、関西本線は、昭和５７年５月に名古屋～
亀山間が電化されましたが、その他の区間は未だ非電化であり、複線化
についても、近年、単線区間の複線化工事が進められていない状況にあ
ります。また、紀勢本線についても、依然として単線・非電化のまま運行
が行われています。このため、便数増や優等列車の運行に影響が生じ、
時間帯によっては不便な利用環境にあることから、市民生活に密着した
公共交通として、利便性の向上が強く求められています。
　こうした実情を踏まえ、当市民会議では、関係機関に対し、継続的に次
の事項を働きかけてきました。

◎関西本線の未着工区間及び紀勢本線の複線電化　　　
◎列車の増便、乗車・乗り継ぎ時間の短縮、施設の改善　

　こうした長きにわたる取り組みを通じて、現在、関西本線（名古屋～亀
山間）については、通勤時間帯で最大１時間４便の運行が行われ、昼間時
間帯も快速列車の運行により乗車時間が約１時間に短縮されています。また、平成２３年には、関西本線のＪＲ東海とＪＲ西日本の乗り継ぎ時間
が改善されるとともに、ＪＲ亀山駅の全ホームにエレベーターが、また、改札内に多機能トイレが設置され、利用環境の改善が図られました。
　今後も、当市民会議では、『もっと乗って！もっと便利に！』を合言葉に、鉄道利用の促進を図りつつ、ＪＲの利便性向上に結び付く取り組みを
積極的に進めることとしています。
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　リニア中央新幹線は、平成19年にJR東海が自己負担を前提とした建
設推進を発表し、その後平成23年には、国において全国新幹線鉄道整備
法に基づく東京・大阪間の整備計画が決定されるとともに、建設主体とす
るＪＲ東海に対して建設指示が出されました。
　こうしたなか、現在平成39年（2027年）の東京・名古屋間、平成57年
（2045年）の東京・大阪間の開業を目指し、東京・名古屋間での環境影響
評価に係る手続きが開始され、開業に向けて着実に取り組みが進められ
ています。
　リニア中央新幹線が開業すれば、東京・名古屋間を40分、東京・大阪間
を67分で移動することができ、利用者の移動時間の短縮による利便性の
向上や、3大都市圏が結ばれることで都市間の交流が活発化し、さまざま
な経済効果が期待できます。
　そのため、当市民会議では、リニア中央新幹線の東京・大阪間全線同時
開業の実現と、リニア中央新幹線の市内停車駅誘致を目指し、関係機関
への要望活動など、リニア推進活動を積極的に展開しています。

　当市民会議は、昭和42年5月に、国鉄複線電化の推進を目的に、

亀山市長を会長とした市民各界代表による「国鉄複線電化推進亀

山市民会議」として発足しました。

　当時から、亀山駅を中心とした複線電化を求め、活発な推進運

動を展開しており、平成4年からはリニア中央新幹線の早期実現と

市内停車駅誘致を活動目的に追加しながら、市民レベルの取り組

みを進めてきました。

　平成13年から平成18年まで

はリニア山梨実験線において、

市民を対象としたリニア試乗会

を行い、現在も国や関係機関等

への要望活動、親子学習会、各

種イベントでのPR活動などを

通して、リニア誘致や複線電化

に繋がる取り組みを積極的に

行っています。

昭和42年

昭和62年

平成04年

平成06年

平成13年

平成21年

「国鉄複線電化推進亀山市民会議」として発足

国鉄の民営化に伴い、
「JR複線電化推進亀山市民会議」に名称を変更

複線電化推進活動にリニア誘致を位置づけ

「リニア中央エクスプレス・
  JR複線電化推進亀山市民会議」に名称を変更

市民対象のリニア試乗会を開始（～平成18年）

「リニア中央新幹線・
  JR複線電化推進亀山市民会議」に名称を変更

東京都

名古屋市
大阪市

奈良市附近

概略の路線

山梨リニア実験線

ルート範囲

東海道新幹線

概略の駅位置

亀山市亀山市

リニア中央新幹線

JR西日本
電化区間

JR東海
複線化区間

一部複線化区間

基本計画の
決定

[昭和48年11月]

平成39年（予定）
（東京・名古屋間）

地形・地質等
調査の指示

その他4※項目
調査の指示

営業主体、
建設主体の指名

[平成2年2月]

[平成20年10月報告]

[平成20年12月]

平成23年
5月20日

整備計画の
決定

平成23年
5月26日

建設の指示工事実施計画
の認可

着　工開　業 平成23年
5月27日

①輸送需要量に対応する供給輸送力等に関する事項
②施設及び車両の技術開発に関する事項
③建設に要する費用に関する事項
④その他必要な事項

交通政策審議会への諮問・答申
[諮問　平成22年2月]
[答申　平成23年5月]

[平成21年12月報告]
環境影響評価〈環境アセスメント〉

計画段階環境配慮事項の公表※1

評価項目・手法の選定※2

評価結果の公表

評価結果の修正・確定

（※1）
環境影響評価法の一部を改正
する法律（平成23年4月27
日公布）の趣旨を踏まえ、JR
東海が、2011（H23）年6月
7日（長野県区間は8月5日）、
公表。

（※2）
JR東海が、2011（H23)年9
月27日公告

配慮書

方法書

準備書

評価書

◎リニア中央新幹線開業までの流れ

影響評価〈環境環境環境アセスメ

現時点

年　表

平成26年（予定）

リニア中央新幹線・JR複線電化推進亀山市民会議のあゆみ

リニア中央新幹線・JR複線電化の現状について
平成24年度の活動状況

J R 複線電化

　亀山市文化会館中ホールにおいて平成24年度の総会を開催いたしました。
　総会終了後には、岐阜大学名誉教授の竹内伝史氏を講師としてお招きし、「リニア中央新幹線
の新駅立地と地域づくり～「岐阜東濃」駅の事例に学ぶ」と題し、ご講演をいただきました。

　鉄道の日に開催された亀山″駅″サイティングまつりでは、「鉄道のまち　亀山」をテーマとする写真
パネルの展示と、リニア中央新幹線についてのDVD『リニアイノベーション』を上映し、多くの来場者
の方にご覧いただくことができました。（詳しくはP4～P5掲載の特集記事をご覧ください。）

　毎年、リニア中央新幹線の工事の早期着工や市内停車駅の誘致、複線電化の促進などを求め、国や関係機関等
に対して要望活動を実施しています。
　本年度におきましては、8月と2月の2回要望活動を実施しました。

〈要望内容〉
●リニア中央新幹線の東京・大阪間全線同時開業に向けた計画の促進、及び亀山市への停車駅の設置 など
●亀山駅を中心とした在来線への複線化の早期着手 など

総会・講演会 ７月６日（金）

　本年度の親子学習会では28名14組の方に参加いただき、リニア・鉄道館（名古屋市）を訪れ、
車両展示や超電導リニア展示室などを見学し、超電導リニアや鉄道について楽しみながら学ん
でもらうことができました。

リニア・鉄道親子学習会 8月25日（土）

亀山“駅”サイティングまつり特別パネル展｢鉄道のまち 亀山｣ 10月14日（日）

　本年度の青少年のための科学の祭典では、工作ブース「リニアカーをつくってみよう！！」を出展し、
多くの方に木製リニアカーの作成を通して、超電導リニアの原理を体験してもらうことができました。

青少年のための科学の祭典 第9回亀山大会 工作ブース「リニアカーをつくってみよう！！」11月10日（土）

中央要望 8月8日（水）～9日（木）、2月21日（木）～22日（金）
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①亀山機関区全景
  [昭和２８年頃、『鉄道八十周年記念寫眞帖』亀山機関区、
　１９５３（昭和２８年）]
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向井IC

板屋IC

南在家IC加太トンネル

関トンネル

25

関西
本線

加太駅

①駅舎（亀山駅本屋）[明治３０年頃、亀山市歴史博物館所蔵]

②亀山駅構内 [明治３０年頃、亀山市歴史博物館所蔵]

③蒸気機関車45号「早風」
　[明治４０年頃、亀山市歴史博物館所蔵]

②転車台と亀山駅全景 [昭和２０年頃、亀山市歴史博物館所蔵]

③亀山駅機関区構内
  [昭和２８年頃、『鉄道八十周年記念寫眞帖』亀山機関区、
　１９５３（昭和２８年）]

④転車台
⑤高架貯水槽

亀山駅 旧亀山
機関区

④夜のプラットホーム
　[昭和４０年頃、亀山市歴史博物館所蔵]
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　亀山市西部の加太地区には、トンネルなど関西鉄道開業時の鉄道構造物が120年以上経過した今も
なお多数存在しています。これらの煉瓦や石で造られた鉄道遺産群が｢鉄道のまち　亀山｣の歴史を今に
伝えています。

加太地区周辺の
鉄道遺産群

かんせい

加太隧道立抗跡加11

煉瓦造構造物煉22大和街道架道橋大33

第１６５号架道橋第44

坊谷隧道坊66 市場川橋梁市55

　亀山駅は明治23年（1890年）12月25日に関西鉄道の駅として開業し、
その後、伊勢方面に今の紀勢本線が分岐する鉄道交通の要衝となりまし
た。その当時、駅舎はまさにまちの顔であり、玄関口でした（写真①②）。ま
た、開業当時の蒸気機関車の形式は、番号と自然現象等に因む愛称名で表
されていました（写真③）。
　その後、鉄道が主な移動手段となる時代が訪れると、亀山駅は乗客数も
多く、深夜にも長距離列車が発着するため、プラットホームは深夜まで明か
りが灯されていました（写真④）。

　かつて亀山機関区は、三重県随一の規模を誇る鉄道拠点として、多くの蒸気機関車を擁し、昭和28年
には従業員数427人を数え、蒸気機関車は36両配属されていました（写真①）。　　　
　機関区内には、主に蒸気機関車の向きを変えるために使われた転車台（写真②）、蒸気機関車に石炭
を積み込むガントリークレーン（写真③）といった大型の機械が設置され、これらのうち転車台（写真
④）や高架貯水槽（写真⑤）などが現在に残されています。

　平成24年10月14日（日）に開催されました亀山“駅”サイティングまつりでは「鉄道のまち　亀山」をテー
マに特別写真パネル展を開催しました。今回の特集では、そのパネル展で展示した写真について紹介します。

特集「鉄道のまち 亀山」特別写真パネル展
in亀山“駅”サイティングまつり
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